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進歩する医療現場で長く活躍するには、常に

最新の知識や技術を探求する姿勢が欠かせ

ません。本専攻では3年次に研究室に所属し

て研究活動を開始。講義科目の大半と臨床

実習を3年次に終え、4年次からは研究活動

に集中することにより、高度な研究能力と実

践力を身につけます。
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1年次 2年次 3年次 4年次

名古屋大学医学部附属病院／名古屋市立大学病院／愛知医科大学病院／浜松医科大学医学部附属病院／半田市立半田病院／
知多厚生病院／名古屋第二赤十字病院／常滑市民病院／刈谷豊田総合病院／一宮市立市民病院／蒲郡市民病院／小牧市民病院
／掛川市・袋井市病院企業団立 中東遠総合医療センター／公立丹南病院／高岡市民病院／あいち小児保健医療総合センター／市立
伊勢総合病院／主体会病院／名古屋市立大学医学部附属みらい光生病院／四日市羽津医療センター／静岡県立こども病院 など

主な実習先

●基礎演習Ⅰ・Ⅱ
◎国際コミュニケーションⅠ・Ⅱ
　心理学
　社会学
　経済学
　憲法
　倫理学
◎健康科学概論
　自然科学概論

◎統計学演習
◎情報処理演習
　スポーツと健康Ⅰ・Ⅱ
　こころとからだ
　福祉社会入門
　ヒューマンケアのための
　　多職種連携
●人間関係とコミュニケーション

●臨床心理学
●小児科学
●老年学
●病理学
●整形外科学
●内科学
●臨床神経科学
●精神科学
●栄養学
●医学英語Ⅰ・Ⅱ
●疼痛医学

●地域包括ケアシステム論
●人間発達学
●リハビリテーション概論
●生理学Ⅰ・Ⅱ
●解剖学Ⅰ・Ⅱ
●医学概論
　生化学
●解剖学実習
●生理学実習

●救急医学
●薬理学
●公衆衛生学

●理学療法学概論
●基礎運動学
●運動療法学Ⅰ
●運動療法学Ⅰ実習
●応用運動学
●理学療法評価学Ⅰ
●理学療法評価学Ⅰ実習
●見学実習前指導

　障害者福祉論
●運動療法学Ⅱ
●物理療法学
●物理療法学実習 
●日常生活活動学
●日常生活活動学実習
●理学療法評価学Ⅱ
●理学療法評価学Ⅱ実習
●運動学実習
●運動器理学療法学
●運動器理学療法学実習
●義肢装具学
●義肢装具学実習
●機能障害科学
●評価実習前指導

　：「私を変えた科目」（P.082）　●：必修科目　◎：全員必修科目
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最先端の医療現場で実践的に学ぶ

　ターミナルケア
　福祉住環境計画
　リハビリテーション工学
●統合理学療法学
●総合実習後指導
　医療統計学

●理学療法学研究Ⅱ・Ⅲ

●理学療法学特論
　がん理学療法学
　ヘルスプロモーション

●見学実習 ●評価実習 ●総合実習
●地域理学療法学実習

●高齢者理学療法学
●小児理学療法学
●内部障害理学療法学
●内部障害理学療法学実習
●神経系理学療法学
●神経系理学療法学実習
●地域理学療法学
●総合実習前指導
●理学療法管理学

●理学療法学研究Ⅰ

●前庭リハビリテーション
●スポーツ理学療法学

★最新トピックス科目

質の高い研究に集中できるカリキュラムを導入

!

学生の卒業研究テーマ

・温熱刺激はステロイド受容体の核移行を阻害することで
 ステロイド誘発性の骨格筋萎縮を抑制する

・経皮的末梢神経電気刺激療法の鎮痛効果と作用機序についての検討

・パーカッシブ・マッサージにおける実施時間の違いが柔軟性および筋力に及ぼす影響

・足底部チップが下肢機能および姿勢制御に与える影響について

・福山型先天性筋ジストロフィーをもつ児に対する電動移動機器の使用が発達に及ぼす影響

・膝関節屈曲角度の変化がDynamic Valgus Angleに及ぼす影響－ジャンプ着地動作に着目して－

081 082

私の学び方❶ 浅井友詞研究室

私の学び方❷ 坂野裕洋研究室

卒業研究では、身体機能向上やリラクゼーション効果があるとされる三

次元振動刺激が、筋疲労の回復に及ぼす影響について調べました。多

用途筋機能評価運動装置など充実した機器を使い、学生60人に協力

してもらって実験。興味を持った学びを深め、結果が予想とは違っても原

因を考察する過程のおもしろさを味わうことができました。

就職先：愛知医科大学メディカルセンター

切磋琢磨し合いレベルを高められる環境。

「解剖学実習」では、全身の筋肉の構造や作用を、実際に学生同士で触れて理解。実習前には、授業で学んだ

患者さんの状態の評価方法を、関節可動域などを確認しながら友人たちと自主的に練習しました。同じ夢を持つ

仲間と切磋琢磨し合ってレベルアップできる環境は大きな刺激に。自分自身でも現場での患者さんとのコミュニ

ケーションが重要だと考え、読書やニュースのチェックをするなど、知識の引き出しを増やすよう努めました。

　 理学療法評価学 　 総合実習前指導
実習に出る前に、先生から提示された症例に対して、検査や治療プログ

ラムの作成・実施を模擬的に行いました。学生間でのディスカッションを

通じてほかの人の考えを知り、視野を広げて実習に臨むことができました。

患者さんの身体状態の評価について、意義や進め方、検査や測定の方法

を学習。口頭試問が行われるため、1年次に覚えた身体の構造の知識も含

め、知っているだけでなく使えるレベルになっているかを確かめられました。

私を変えた科目

筋疲労モデルにおける
三次元振動刺激が筋疲労回復に
及ぼす影響について

手術後3カ月以上の長期に及ぶ“遷延性術後痛”は、リハビリテーション

の妨げとなります。卒業研究では、痛みに対する恐怖が脳の扁桃体を刺

激し痛覚変調を起こすのではと考え、健常者を対象に実験を行いまし

た。その結果、ある種類の痛み刺激と恐怖との間に相関傾向が見られ、

手術前の教育で低減できる可能性に気づきました。

就職先：国立大学法人 浜松医科大学医学部附属病院

理学療法士になる責任感が学会参加の意欲に。

2年次の評価実習では、実際の患者さんを前に「この方の症状を改善したい」という気持ちがわき上がり、最初の

緊張や不安が消し飛びました。3年次の実習先では、2年後には理学療法士として臨床の現場に立つのだと自

覚。国家資格取得をめざして忙しく学ぶ中で芽生えたのは、「理学療法士は人の運命を左右する」という思いです。

それが疼痛に関する学会に多数参加し、最先端のペインリハビリテーションを学ぶ動機にもなりました。

　 解剖学実習 　 評価実習
初めて医療機関で実際の患者さんを相手に実習。授業で学んだ知識を活

かして、どの検査や測定が必要かを自分で考え実践します。患者さんは十人

十色で、同じ状態の人は2人といないのだと、あらためて気づきました。

骨や筋肉が体の中をどう走っているか、どのような動作ができるか、どの神

経がどの部分を支配しているかなどを学習しました。理学療法士として最

低限知っておくべき知識であると、学年が上がるごとに実感しました。

私を変えた科目

卒業研究テーマ

実験的侵害刺激が痛覚QSTに

与える影響に関する検討

卒業研究テーマ

澁谷 勇成さん　2024年3月卒業　愛知県／豊田南高等学校 出身

𠮷田 拓馬さん　2024年3月卒業　三重県／宇治山田高等学校 出身
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顕微鏡を用いた骨格筋細胞の観察

予想外の結果から芽生える好奇心。

患者さんの痛みを和らげるために。




